
 

会   長 ： 蛭子 宗夫      幹 事 ： 平井 篤志 

例 会 金曜日 メルパルク広島      TEL（082）222-8510 FAX（082）221-9860 

事務局 リーガロイヤルホテル広島13階   TEL（082）221-4894 FAX（082）221-4870 

 

本 年 度 会 長 テ ー マ  ／  『 意 欲 と 思 い や り と 知 恵 に あ ふ れ た ロ ー タ リ ア ン に 』 

― 第995回例会 2016年 7月 22日 － 

Song：手に手つないで 『四つのテスト』  『決算報告・予算説明』 

会長時間  蛭子 宗夫 会長 

１．ポリオについて、ガバナー地区キャビネットよりの連絡事項 

我が国におけるポリオの発生は明治以来相当数の発生がありましたが、患者数として捉えられるようになった 

のは終戦後で、1960 年には全国で 6,500 人に達する患者数が報告されています。 

当時、わが国ではポリオ生ワクチンが認可されておらず、1961 年にカナダと旧ソ連から緊急輸入され、1,300 万

人の小児に一斉投与されました。1964 年には国産ポリオ生ワクチンによる定期接種が開始されました。ポリオ患

者は激減し、1980 年の症例を最後に野生種型ポリオウィルスによる症例は見られていません。2012 年にポリオ

生ワクチンから不活化ポリオワクチンへの定期接種に切り替わっています。 

生ワクチンは重篤な副反応がない安全なワクチンとして使われていましたが、ワクチンによるポリオ様の麻痺 

が極めてまれながらありました。 

ポリオに関する情報はインターネットの国立感染症研究所、 

厚生労働省、広島県感染症・疾病管理センター等のホームペ 

ージで確認できます。 

２．財団の展示パネル 

 今期はロータリー財団の 100 周年にあたり、100 年間の歩

みに関する写真 24枚をプリントして、例会時に来週より展示

を行います。これは、ロータリー財団委員会の事業となりま

す。 

記 念 日 

  

（入会月） 

田中 清峰 会員 平成 10 年７月 ３日    畑井 謙一 会員 平成 22 年７月 ２日 

松本 勝行 会員 平成 15 年７月 11日     戸田 拓夫 会員 平成 23 年７月 １日 

毛利 信太郎会員 平成 20 年７月 ４日      福田 翔  会員 平成 24 年７月 ６日 

竹本 伸男 会員 平成 21 年７月 ３日 

 

（創業月） 

竹 岡 龍太郎 会員  平成 10 年７月 ６日   竹岡龍太郎司法書士事務所 

 



 

 

 

 

 

幹事会務報告 平井 篤志幹事 

１．ボックス配布物 

・2016-17 年度事業計画書 

 ・会報７月１･８日号（希望者のみ） 

委員会報告 

 
＊出席報告 玉田  吏プログラム・出席委員長  

 

 [前々回] ７月 ８日  会員総数 ５４名 出席免除 １名 出席 ３９名  

欠席 １５名 メーキャップ １２名 出席率 96.23％  ご来賓 0 名 ご来客 ２名 

 

[本  日] ７月 ２２日  会員総数 ５４名 出席 ４５名 欠席 9 名   

ご来賓 ０名 ご来客 ０名 ゲスト ０名 

 

ニコニコ箱の時間  田中地宏保 S.A.A.長 

・本日のご出宝 

蛭子会員、平井会員、印藤会員、久笠会員、水口会員（Ｗ） 

 

合計  ６，０００円     ニコニコ箱へのご協力、誠にありがとうございました。 

 

『決算報告・予算説明』 

 
議長 蛭子会長 

  

次   第 

１．前年度収支決算報告 二上前年度会計長 

２．監査報告 福山監査人（平井幹事代読） 

３．本年度事業計画説明  平井幹事 

４．本年度予算案説明   藤居泰志会員 

 

詳しくは、「2016～2017 年度事業計画・2015～2016 年度事業報告書」をご参照ください。 

いずれも賛成多数で承認されました。 

 
 
 
 
 
 
 


